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矢
部
健
太
郎
著
『
関
白
秀
次
の
切
腹
』

宮
本
義
己

　

随
分
と
古
い
話
に
な
る
が
、
か
つ
て
今
は
亡
き
本
学
（
國
學
院
大
学
）

名
誉
教
授
の
桑
田
忠
親
氏
が
、「
歴
史
学
」の
講
座
で
歴
史
書
の
分
類
に「
本

格
的
歴
史
小
説
」
と
か
「
歴
史
的
テ
ー
マ
小
説
」
等
と
い
っ
た
言
葉
を
用

い
ら
れ
、史
的
事
実
探
究
の
距
離
感
を
熱
心
に
説
明
さ
れ
た
。そ
の
お
り
、

「
史
伝
文
学
」
作
品
で
知
ら
れ
る
作
家
で
同
窓
（
國
學
院
）
の
友
人
海
音

寺
潮
五
郎
氏
の
名
（
本
命
末
富
東
作
）
を
挙
げ
ら
れ
、「
私
は
作
家
を
目

指
し
た
が
、
彼
は
歴
史
学
者
を
目
指
し
て
い
た
」
と
現
実
の
立
場
の
違
い

を
笑
い
つ
つ
も
、「
歴
史
」
を
扱
う
上
で
の
役
割
分
担
の
必
要
に
言
及
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
（
海
音
寺
氏
の
縁
族
で
鹿
児
島
大
学
名

誉
教
授
の
原
口
泉
氏
か
ら
も
、
類
似
の
話
を
直
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
）。

し
か
し
そ
の
後
は
今
日
ま
で
、
史
学
者
と
作
家
の
距
離
は
遠
の
く
ば
か
り

で
、
こ
れ
ま
で
の
私
な
ど
は
、
共
に
歴
史
的
事
実
を
求
め
、
そ
の
真
実
を

探
究
す
る
こ
と
な
ど
望
め
な
い
見
果
て
ぬ
夢
と
諦
め
か
け
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
度
、
桑
田
・
海
音
寺
両
院
友
の
夢
を
同
時
に
叶
え
た
よ

う
な
史
書
が
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
か
ら
上
梓
さ
れ
た
。
國
學
院
大
学
教
授

矢
部
健
太
郎
氏
の
労
作
『
関
白
秀
次
の
切
腹
』（
以
下
本
書
と
省
略
）
が
、

〔
紹
介
〕
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そ
れ
で
あ
る
。
豊
臣
政
権
の
研
究
を
標
榜
す
る
矢
部
氏
は
、
す
で
に
主
著

の
『
豊
臣
政
権
の
支
配
秩
序
と
朝
廷
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
刊
）

に
お
い
て
、
豊
臣
摂
関
家
の
下
で
の
武
家
清
華
家
の
創
出
を
は
じ
め
と
す

る
新
身
分
の
形
成
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
近
世
の
政
治
史
に

新
境
地
を
開
い
て
き
て
い
る
。
が
、
関
白
秀
次
に
関
し
て
も
、
公
刊
順
に

「
秀
次
事
件
と
血
判
起
請
文
・『
掟
書
』
の
諸
問
題
―
石
田
三
成
・
増
田
長

盛
連
署
血
判
起
請
文
を
素
材
と
し
て
―
」（
編
著
『
消
さ
れ
た
秀
吉
の
真

実
―
徳
川
史
観
を
越
え
て
』、
柏
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、「『
大
か
う
さ
ま

く
ん
き
の
う
ち
』
の
執
筆
目
的
と
秀
次
事
件
」（
編
著
『「
信
長
記
」
と
信

長
・
秀
吉
の
時
代
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、「『
御
湯
殿
上
日
記
』

と
秀
次
事
件
」（
編
著
『
戦
国
・
織
豊
期
の
西
国
社
会
』、
日
本
史
史
料
研

究
会
、
二
〇
一
二
年
）、「
関
白
秀
次
の
切
腹
と
豊
臣
政
権
の
動
揺
―
秀
吉

に
秀
次
を
切
腹
さ
せ
る
意
思
は
な
か
っ
た
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
四

―
一
一
）、『
関
ヶ
原
合
戦
と
石
田
三
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）

な
ど
の
論
文
や
著
書
を
発
表
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
独
自
性
が
学
界
ば

か
り
か
出
版
界
な
ど
、
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
今
次
の
本
書
の

出
版
も
、
そ
う
し
た
背
景
に
基
づ
く
要
望
に
応
え
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　

本
書
の
特
色
の
一
つ
は
、
丹
念
に
し
て
緻
密
な
考
証
に
あ
る
が
、
こ
の

こ
と
は
冒
頭
の
目
次
に
象
徴
さ
れ
る
。
つ
ま
り
詳
細
な
目
次
を
一
見
す
れ

ば
、
視
点
や
論
点
が
見
通
せ
る
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

単
な
る
見
出
し
項
目
だ
け
で
な
く
、
章
立
て
全
体
を
挙
げ
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。

　

は
し
が
き

　

序
曲
―
崩
壊
す
る
シ
ナ
リ
オ
―

　

Ⅰ
豊
臣
政
権
の
評
価
と
「
秀
次
事
件
」

　

Ⅱ
事
件
の
概
要
と
疑
問
点
・
矛
盾
点

　

Ⅲ
秀
次
の
前
半
生

　
　

１
秀
吉
一
族
と
秀
次

　
　

２
秀
次
の
享
年

　
　
　
（
１
）�「
二
八
歳
」
説
―
『
甫
庵
太
閤
記
』『
公
卿
補
任
』
に
よ
る

通
説
―

　
　
　
（
２
）
そ
れ
以
外
の
通
説
―
藤
田
恒
春
氏
の
整
理
に
よ
る
―

　
　
　
（
３
）「
三
二
歳
」
説
―
『
所
三
男
氏
持
参
文
書
』
に
よ
る
私
見
―

　
　
　

補
論
『
所
三
男
氏
持
参
文
書
』
と
『
佐
竹
家
旧
記
』

　
　

３
近
江
八
幡
山
入
城

　
　

４
聚
楽
第
の
建
設
・
行
幸
と
「
清
華
成
」

　
　

５
鶴
松
の
誕
生
・
夭
死
と
関
白
職

　
　

６
秀
頼
の
誕
生

　

Ⅳ
丸
一
ヶ
月
に
及
ん
だ
「
修
羅
場
」
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１
秀
次
切
腹
ま
で

　
　
　
（
１
）「
奉
行
衆
」
に
よ
る
詰
問
（
七
月
三
日
）

　
　
　
（
２
）
侍
医
玄
朔
道
三
の
「
天
脈
拝
診
怠
業
事
件
」

　
　
　
（
３
）
秀
次
、
高
野
山
へ
向
か
う
（
七
月
八
日
）

　
　
　
（
４
）
銀
五
〇
〇
〇
枚
の
献
上
（
七
月
十
二
日
）

　
　
　
（
５
）
起
請
文
の
作
成
（
七
月
十
二
日
）

　
　
　
（
６
）
十
二
日
付
「
秀
次
高
野
住
山
」
令

　
　
　
（
７
）
十
三
日
付
「
秀
次
切
腹
命
令
」

　
　
　
（
８
）「
三
使
」
高
野
山
へ
向
か
う
（
七
月
十
二
日
ｏ
ｒ
十
三
日
）

　
　

２
秀
次
切
腹
の
日
時
（
七
月
十
五
日
）

　
　

３
秀
次
死
後
の
急
展
開

　
　
　
（
１
）
切
腹
情
報
の
伝
達
（
七
月
十
六
日
）

　
　
　
（
２
）
起
請
文
作
成
と
遺
領
配
分
（
七
月
二
十
日
）

　
　
　
（
３
）
秀
次
罪
状
の
流
布
（
七
月
二
十
五
日
～
）

　
　
　
（
４
）
妻
子
の
公
開
処
刑
（
八
月
二
日
）

　

Ⅴ
「
イ
メ
ー
ジ
」
の
源
流
を
探
る
―
「
秀
次
事
件
」
像
の
分
水
嶺
―

　
　

１
「
秀
次
事
件
」
の
検
証
と
史
料
的
環
境

　
　

２
一
次
史
料
と
二
次
史
料
―
文
書
・
日
記
と
軍
記
・
物
語
―

　
　

３
「
秀
次
事
件
」
を
め
ぐ
る
諸
説

　
　
　
（
１
）
小
説
・
文
学
作
品
・
一
般
書

　
　
　
（
２
）
学
術
研
究

　
　

４
「
秀
次
事
件
」
を
描
い
た
史
料

　
　
　
（
１
）
江
戸
時
代
の
軍
記
・
物
語

　
　

補
論　
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
と
天
道
説

　
　
　
（
２
）
同
時
代
の
文
書

　
　
　
（
３
）
同
時
代
の
記
録
・
日
記
類

　

Ⅵ�

秀
吉
は
切
腹
を
命
じ
た
の
か
―
『
甫
庵
太
閤
記
』
と
秀
吉
朱
印
状
写

の
矛
盾
点
―

　
　

１
『
甫
庵
太
閤
記
』「
秀
次
切
腹
命
令
」
の
再
検
討

　
　
　
（
１
）「
五
奉
行
」
に
よ
る
「
切
腹
命
令
」

　
　
　
（
２
）
福
島
正
則
ら
「
三
使
」
の
動
向

　
　

２�

「
秀
次
高
野
住
山
」
令
の
紹
介
―
「
秀
次
高
野
住
山
之
儀
ニ
付
被

仰
出
条
々
」
―

　
　
　
（
１
）『
佐
竹
家
旧
記
』
に
残
る
「
写
し
」

　
　
　
（
２
）『
南
行
雑
録
』
に
残
る
「
写
し
」

　
　
　
（
３
）
差
出
・
宛
先
と
表
題
の
検
討

　
　
　
（
４
）
第
一
条
の
内
容
と
解
釈

　
　
　
（
５
）
第
二
・
第
三
条
の
内
容
と
解
釈

　
　

３
秀
吉
の
真
意

　
　
　
（
１
）
秀
吉
と
高
野
山
青
巌
寺
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（
２
）
秀
次
の
埋
葬
と
「
首
」

　
　
　
（
３
）「
七
月
十
二
日
」
時
点
で
の
秀
吉
の
真
意

　
　
　
（
４
）�「
七
月
八
日
の
失
脚
」
に
関
す
る
再
検
討
―
「
出
奔
」
か
、

「
追
放
」
か
―

　
　

４
秀
次
切
腹
の
急
報

　
　
　
（
１
）
日
記
情
報
の
信
頼
度
―
「
噂
」
は
京
を
駆
け
め
ぐ
る
―

　
　
　
（
２
）
切
腹
の
急
報
を
伝
え
た
の
は
誰
か

　
　
　
（
３
）「
む
し
ち
ゆ
へ
」
の
切
腹
と
は

　

間
奏
曲
―
高
野
山
青
巌
寺
の
一
室
に
て
―

　

Ⅶ
秀
次
切
腹
の
衝
撃
―
後
付
け
さ
れ
た
罪
状
―

　
　

１
政
権
が
取
り
得
た
対
応
策

　
　

２
秀
次
切
腹
前
後
の
状
況
変
化

　
　
　
（
１
）
諸
大
名
在
国
状
況
の
変
化

　
　
　
（
２
）
起
請
文
作
成
方
針
の
変
化

　
　
　
（
３
）
遺
領
配
分
方
針
の
変
化

　
　
　
（
４
）
政
権
の
公
的
説
明
の
変
化

　
　

３
家
臣
の
処
罰
と
妻
子
惨
殺
の
経
緯

　
　
　
（
１
）
秀
次
切
腹
前
の
処
罰

　
　
　
（
２
）
秀
次
切
腹
後
の
処
罰

　
　
　
（
３
）
苛
烈
を
極
め
た
事
態
収
拾
策

　
　

４
「
秀
次
事
件
」
の
影
響

　
　
　
（
１
）
一
族
支
配
の
限
界

　
　
　
（
２
）「
御
掟
」「
御
掟
追
加
」
と
文
書
の
遡
及

　
　
　
（
３
）
雲
隠
れ
す
る
秀
吉

　
　
　
（
４
）
新
た
な
る
後
継
者
・
豊
臣
秀
頼

　
　
　
（
５
）
事
件
の
評
価
と
そ
の
影
響

　

終
曲
―
二
つ
の
「
冤
罪
」
―

　

あ
と
が
き
に
か
え
て
―
「
秀
次
事
件
」
騒
動
、
そ
の
後
―

　

こ
れ
ら
各
章
・
各
節
・
各
項
に
は
、
他
の
著
書
・
論
文
に
も
見
え
る
馴

染
の
文
言
も
す
く
な
く
な
い
が
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
内
容
と
な
る
と
、
そ

の
い
ず
れ
も
が
、
既
存
の
諸
説
と
は
こ
と
ご
と
く
論
旨
を
異
に
す
る
。
つ

ま
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
章
・
節
・
項
目
の
論
旨
は
、
著
者
の
独
自
説
で
貫
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
ら
は
、
従
前
の
諸
説
と
は
異
な
っ
た

著
者
の
新
た
な
視
点
の
も
と
、
導
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
著
者
の
首
尾
一
貫
し
た
独
自
説
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）

七
月
十
二
日
付
で
高
野
山
興
山
上
人
（
木
食
応
其
）
宛
に
発
給
さ
れ
た
豊

臣
秀
吉
条
書
（『
佐
竹
家
旧
記
』）
の
書
出
し
に
、「
高
野
山
に
秀
次
を
住

ま
わ
せ
る
」
と
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
秀
次
の
高
野
蟄
居
と
い
う
、
従
来

等な
お
ざ
り閑
に
さ
れ
て
き
た
出
来
事
が
大
前
提
に
さ
れ
て
い
る
。
秀
次
を
温
存
す
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る
た
め
の
当
座
の
措
置
と
見
立
て
た
わ
け
で
、
こ
れ
に
鑑
み
、
そ
の
三
日

後
の
秀
次
の
切
腹
を
彼
の
胸
中
に
根
差
し
た
偶
発
的
な
出
来
事
（
住
山
と

は
別
事
件
）
と
捉
え
、
こ
れ
を
秀
吉
の
命
に
よ
る
も
の
と
す
る
通
説
を
否

定
さ
れ
て
の
新
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
政
権
中
枢
は
、
秀
次
の
想
定
外
の

自
殺
を
取
り
繕
う
た
め
、「
天
下
の
大
罪
人
・
秀
次
」（
謀
反
人
）
像
を
捏

造
し
、
そ
の
責
め
を
負
わ
せ
る
形
で
秀
次
妻
子
惨
殺
事
件
を
仕
立
て
、
こ

れ
を
も
っ
て
秀
次
問
題
の
幕
引
き
を
図
っ
た
と
の
見
方
で
あ
る
。

　

従
前
の
学
説
ば
か
り
か
、
歴
史
小
説
や
歴
史
的
テ
ー
マ
小
説
に
も
見
当

た
ら
な
い
よ
う
な
、
い
か
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
着
想
の
も
と
、
事
実
関
係
の

証
明
の
困
難
な
事
件
の
内
面
性
や
意
外
性
に
切
り
込
み
、
そ
れ
を
裏
付
け

る
史
料
の
発
掘
と
史
料
批
判
、
お
よ
び
既
存
の
史
料
の
再
検
討
や
状
況
証

拠
の
解
析
と
い
う
、
実
に
煩
瑣
な
研
究
上
の
作
業
を
積
み
上
げ
ら
れ
て
の

結
論
は
、
文
学
と
歴
史
の
融
合
と
い
う
先
学
以
来
の
夢
に
確
か
な
結
晶
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
感
動
を
、
史
学
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
享
受
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
機

会
に
、
是
非
と
も
類
例
の
な
い
本
書
を
ご
一
読
さ
れ
る
よ
う
、
お
勧
め
し

た
い
。

（
Ｂ
６
判
、
三
〇
四
頁
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
○
一
六
年
三
月
発
行
、

定
価
一
〇
○
〇
円
＋
税
）


